



59 － 83 頁，2018 年 9 月
第８回企画展「科学技術と民間人の戦争動員 ―陸軍登戸実験場開設 80 年―」記録




この生田の地に登戸研究所が作り始められてから 2017 年でちょうど 80年という事で，今日
の講演のサブタイトルも「陸軍登戸実験場開設80年」となっています。もっと正確に言いますと，





























まず 1937年，今からちょうど 80年前の日本と世界を見ていきたいと思います。この 1937年







ところが，これらの軍縮条約は二つとも 1936 年 12 月 31 日をもって効力を失います。とい
う事は 1937 年 1 月 1 日から，つまり条約失効の翌日から世界は新しい軍艦を作り出す事が可


























































































課が 1937 年 11 月に作られました。年表などを見ますと，官制上は 1940（昭和 15）年 8月に










































































































































この時代，1937 年から 1938 年，登戸実験場がここに出来た頃の世の中は，日中戦争が起き
て，途端に色々と喧しくなります。まず，軍機保護法が改正されます。軍機保護法というのは






































































⑴　登戸実験場から登戸出張所への “ 拡大 ”










































































































すガイドブックの 3頁に「登戸研究所は 1937 年 11 月に開設」という事ですが，今日の




〔山田〕　1937 年の 11 月なのか 12 月なのかは，見解が分かれるところです。実験場が施設と
して出来たのは 12 月です。ところが，いつ決定されたのかという事まで考えますと，
すでに 11 月段階で決定はされていたようです。実際に記念写真が撮られているのは 12
月ですし，所員がそこに集められたのも 12 月であるという事で，今回は実質的なとこ













































































































































































































































































































































































本稿は，2017 年 12 月９日（土）に明治大学生田キャンパス中央校舎６階メディアホールにて開催された第８回企
画展講演会「科学技術と民間人の戦争動員」の書き起こしに加筆・修正したものです。
